
市民のうこ‘き
昭和62年6月30日現在

39，806人(十50)

19，015人 (+35)

20，791人(十15)

12，791世帯 (+21) 

240.93平方キロメートル

づユ考ふ
人口

男

女

世帯数

面積
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寸?ウ‘主、
昭和62年

8月号
No.38 0 

「
肱
川
を
き
れ
い
に
す
る
協
議
会
L

一
や
建
設
省
の
主
催
で
肱
川
に
い
る
水

査
生
生
物
を
調
査
し
て
水
が
き
れ
い
か
ど

れ
調
う
か
を
調
べ
る
水
生
生
物
調
査
が
、
毎

勿
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

仁
』
き
れ
い
な
水
に
は
、
力
ワ
ゲ
ラ
や
ヒ
ラ

口
一
タ
カ
ゲ
ロ
ウ
、
ヘ
ビ
ト
ン
ボ
、
す
こ
し

ぴ
帽
汚
れ
た
水
に
は
ヒ
ラ
タ
ド
ロ
ム
シ
、
き

一
フ
‘
た
な
い
水
こ
は
、
ヒ
ル
類
、
ミ
ズ
ム
シ

=
な
ど
が
住
ん
で
い
ま
す
o

昨
年
の
調
査
で
は
、
肱
川
の
水
は

二
「
き
れ
い
な
水
」
の
中
に
入
る
と
い
う

=
こ
と
で
す
。

⑦
今
年
も
六
月
三
十
日
に
、
菅
田
の
逆

且
思
碧
橋
下
の
河
原
で
菅
田
小
学
校
の
児
童

風
三
十
五
人
が
、
水
生
生
物
調
査
を
し
ま

の
し
た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
、
緑
地
公
園
園

川
下
の
河
原
な
ど
各
地
で
調
査
が
実
施
さ

Z
れ
ま
す
が
、
肱
川
は
い
つ
ま
で
も
き
れ

一
い
な
水
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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06月定例市議会....・H ・-… 2P

Oご存知ですか税のゆくえ 3P

08月3日、 4日花火大会5P

O国土調査にご協力を…… 5P

O講演会、夏季大学…・…..6P 

O奥さん訪問...・H ・..………8P

Oカメラスケッチ・・υ ・・・・・・・ 9P

O休日急患診療…ー・…ー10P
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家族旅行村の事業実施
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一平野公民館建設も=

6月定例市議会
1lJ!lll!lllllll1ll!IlllllII!1llll11lI1ll1l1lllll1l1!ll 

第
二

O
二
固
定
例
市
議
会
は
、
七
月
二
日
か
ら
七
月
十

日
ま
で
九
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
の
補
正
予
算
案

六
件
、
条
例
関
係
七
件
、
人
事
案
件
一
件
、
そ
の
他
四
件

の
計
十
八
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

提
案
理
由
の
説
明

現
在
の
地
方
財
政
を
取
り
ま
く
経
済

環
境
は
、
と
て
も
厳
し
く
な
っ
て
き
で

い
ま
す
。

国
会
で
は
、
売
上
税
の
創
設
を
柱
と

す
る
税
制
改
革
法
案
な
ど
が
廃
案
に
な

り
、
異
例
な
形
で
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
国
の
経
済
対
策
と
し
て
は
、

内
需
拡
大
を
柱
と
す
る
「
緊
急
経
済
対

策
」
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、
一
方
で
は

売
上
税
等
の
廃
案
に
よ
る
厳
し
い
財
政

事
情
、
ま
た
片
方
で
は
緊
急
経
済
対
策

に
よ
る
財
政
事
情
の
増
大
と
い
う
極
め

て
深
刻
な
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
的
確
に
認
識
し

て
、
国
・
県
の
対
応
を
慎
重
に
見
守
り

つ
つ
長
期
的
展
望
に
立
ち
、
新
し
い
選

択
と
創
造
性
の
も
と
あ
や
ま
り
の
な
い

対
応
を
す
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

補
正
予
算
の
概
要

今
回
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
国

や
県
の
方
針
、
ま
た
緊
急
経
済
対
策
の

主
旨
に
沿
っ
て
、
補
正
予
算
額
(
一
般

会
計
)
の
九
九
%
に
あ
た
る
十
三
億
四

千
二
百
五
十
二
万
円
が
投
資
的
経
費
と

な
っ
て
い
ま
す
。

各
会
計
の
予
算
規
模
は
、
次
表
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

V

一
般
会
計

総
務
費
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
活
用
と

効
果
に
関
す
る
調
査
委
託
料
に
二
百
六

十
万
円
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
建
設

事
業
(
二
軒
茶
屋
、
八
尾
・
椎
の
森
、

玉
川
)
に
二
千
五
百
六
十
八
万
円

民
生
費
地
域
改
善
対
策
事
業
(
道
路

改
良
、
下
排
水
路
整
備
な
ど
)
に
四
億

三
千
八
百
六
十
一
万
円
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昭和62年度の予算規模(6月補正まで)

当初予算 6月補正

一般会計 77億4，000万円 13億5，802万円 90i章9，802万円

特別会計 49億4，364万円 ム 2，035万円 49億2，329万円

企業会計 18i意9，065万円 ム 1，ω3万円 18億7，972万円

合計 145億7，429万円 13億2，674万円 159億 103万円

衛
生
費
塵
芥
(
じ
ん
か
い
)
焼
却
炉
改

修
工
事
に
八
百
万
円

農
林
水
産
業
費
三
善
地
医
農
産
物
処

理
加
工
施
設
設
置
事
業
(
千
三
百
二
十

平
方
灯
、
総
事
業
費
約
六
億
円
)
に
一

億
三
千
九
百
六
十
五
万
円

土
木
費
平
地
慶
雲
寺
線
道
路
改
良
事

業
に
四
千
五
百
五
十
二
万
円
、
大
洲
停

車
場
南
線
整
備
事
業
二
一
億
五
千
七
百

万
円

※
家
族
旅
行
村
整
備
事
業
に
五
千
五
十

七
万
円
、

A
7
年
度
か
ら
三
ヵ
年
の
継
続

事
業
で
あ
り
、
ア
グ
リ
ト
ピ
ア
計
画
、

ボ
ル
ド
ー
村
構
想
な
ど
と
の
整
合
性
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

消
防
費
防
火
水
槽
設
置
事
業
(
平
野

東
大
下
、
菅
田
中
東
)
に
一
千
三
十
四

万
円
教
育
費
平
野
公
民
館
建
設
事
業
(
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
二
階
建
て
、
約

六
百
四
十
一
平
方
日
)
に
一
億
百
七
十

八
万
円

人

事

イ牛

案

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

稲
葉
杏
委
員
の
辞
任
に
伴
い
、
後
任

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
議
会
の
同
意
を

求
め
た
も
の
で
す
。

新
し
い
委
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

V

竹

田

豊

記

住
所
大
洲
市
新
谷
乙
一
七
六
八
番
地

生
年
月
日
大
正
十
三
年
八
月
六
日

条

関

係

伊リ

大
洲
市
立
平
野
公
民
館
建
設
委
員
会
条

例
の
制
定

大
洲
市
立
平
野
公
民
館
の
建
設
に
伴

い
、
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の

公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

2 -

大
洲
市
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
改

正大
洲
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
ほ
か
に
、

V
ピ
ア
ノ
の
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
V
大
洲
市
災
害
弔

慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
V
大
洲
市
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

条
例
の
一
部
改
正
V
訴
え
の
提
起
に
つ

い
て
V
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、
な
ど

の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。



の
一
般
会
計
予
算
は
、
五
十
四
兆
一
千
川

十

億

円

で

す

。

川

こ
の
う
ち
税
金
で
賄
わ
れ
る
の
が
、
川

約
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
四
十
一
川

兆
一
千
九
百
四
十
億
円
で
す
。
こ
れ
に
川

雑
収
入
な
ど
を
加
え
る
と
四
十
三
兆
六
川

千
億
円
と
な
り
ま
す
が
、
国
が
必
要
と
川

す
る
歳
出
額
に
及
び
ま
せ
ん
。
川

こ
の
た
め
、
約
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
川

当
た
る
十
兆
五
千
十
億
円
の
公
債
を
発
川

行
し
て
不
足
額
を
補
っ
て
い
る
の
が
現
川

状

で

す

。

川

北

太

平

洋

や

南

シ

ナ

海

に

発

生

す

る

し
か
し
、
こ
の
公
債
金
は
国
の
借
入
川
熱
帯
低
気
圧
の
う
ち
、
中
心
付
近
の
最

金
で
す
。
最
終
的
に
は
公
債
金
の
返
済
川
大
風
速
が
毎
秒
十
七
メ
ー
ト
ル
以
上
に

は
税
金
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
川
な
っ
た
も
の
を
円
台
風
H

と
い
い
ま
す
。

か
ら
、
わ
た
し
た
ち
の
子
や
孫
が
返
済
川
大
洲
市
は
、
台
風
に
よ
る
大
規
模
な

す
る
ご
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
川
被
害
、
が
比
較
的
少
な
く
私
た
ち
の
関
心

早
急
に
ご
れ
を
減
ら
し
、
財
政
の
健
川
も
う
す
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
も
う
一

全
化
を
図
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
大
切
川
度
台
風
襲
来
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

に

な

っ

て

き

ま

す

。

川

考

え

て

み

ま

し

ょ

う

。

三三一一三一一一二三一三三=一三三=川』隊庭防防峰崎
H

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
学
園
と
と
川

O
雨
戸
は
く
ぎ
で
固
定
す
る
。

み
す
寮
へ
)
長
浜
町
谷
湖
ミ
ヤ
子
山

O
ガ
ラ
ス
窓
は
、
幅
広
の
ビ
ニ
ー
ル
テ

金
一
封
(
寄
付
金
を
久
米
地
区
社
協
川

l
プ
を
張
り
、
万
一
ガ
ラ
ス
が
割
れ
て

へ

)

阿

蔵

冨

岡

久

志

川

も

破

片

が

飛

び

散

ら

な

い

よ

う

補

強

し

金
一
封
(
寄
付
金
を
大
洲
育
成
固
と
川
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
お
く
。

大
洲
学
園
へ
)
若
宮
古
同
友
睦
川

0
ベ
ラ
ン
ダ
の
物
干
し
ゃ
植
木
鉢
な
ど

温
か
い
善
意
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
山
は
取
り
込
ん
で
お
く
。

ま
し
た
。
感
謝
を
こ
め
て
掲
載
さ
せ
て
川

0
雨
ど
い
の
中
の
泥
や
落
ち
葉
な
ど
は

い

た

だ

き

ま

す

。

川

取

り

除

く

。

大
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
川

O
煙
突
や
テ
レ
ビ
の
ア
ン
テ
ナ
は
倒
れ

おおず広報

ま
と
乙
ろ
の

お
〈
り
壱
の

昭和62年8月1日

わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
と
国
家
財
政

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
わ
た
し
た

ち
が
豊
か
に
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や

道
路
の
整
備
な
ど
そ
の
活
動
は
幅
広
い

分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

国
の
活
動
を
表
す
昭
和
六
十
二
年
度

税外収入など

(45%) 
2jt4 Of:IOf!章円

税収

(76 1%) 
41兆1，940億円

歳入
54兆1，010億円

昭和田年度予算案

歳出
54兆1，010億円

金
一
封
(
寄
付
金
)
菅
田
町

恒
夫
(
指
定
配
分
)

金
一
封
(
若
宮
公
民
館
・
若
宮
天
寿

会
・
若
宮
長
寿
会
・
市
社
協
へ
)

若

宮

岩

城

守

金
一
封
(
久
米
地
区
社
協
へ
)

阿

蔵

東

武

男

金
一
封
(
喜
多
山
長
寿
会
と
市
社
協

へ

)

喜

多

山

松

長

清

雄

矢
野

防災週間

( 8 月初日~9 月 5 日)

な
い
よ
う
固
定
す
る
0

0
下
水
や
側
溝
は
水
は
け
を
よ
く
し
て

お
く
O
新
し
く
植
え
た
庭
木
は
、
支
柱
な
ど

で
補
強
す
る
。

O
台
風
情
報
や
市
役
所
、
消
防
署
な
ど

の
広
報
に
注
意
す
る
。

O
停
電
に
備
え
ラ
ジ
オ
や
携
帯
ラ
イ
ト

な
ど
を
準
備
し
て
お
く
。

O
非
常
品
持
出
品
の
準
備
を
す
る
。

(
貴
重
品
、
医
薬
品
、
水
な
ど
)

3 

風
に
よ
る
被
害
を
防
ご
う

住
宅
な
ど
の
窓
や
出
入
口
の
戸
を
し

め
忘
れ
て
い
た
り
飛
来
物
が
窓
ガ
ラ
ス

に
当
た
っ
て
割
れ
た
り
し
た
と
き
、
風

が
流
れ
込
み
天
井
や
屋
根
が
飛
ば
さ
れ

る
被
害
が
起
き
て
い
ま
す
。

強
風
時
に
は
、
窓
や
出
入
口
の
戸
は
、

絶
対
あ
け
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ

※
も
し
、
強
風
が
家
の
中
に
流
れ
込
ん

だ
ら
、
反
対
側
の
出
入
口
や
窓
を
聞
け

て
風
を
逃
が
し
ま
し
ょ
う
。

八
月
三
十
日

1
九
月
五
日
ま
で
は
防

災
週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度

台
風
に
対
す
る
備
え
の
点
検
を
。
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山
出
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大
洲
市
で
は
、
「
水
と
結
の
豊
か
な

市
民
都
市
」
を
目
指
し
て
市
政
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
度
に
は
、
三
善
小
学

校
校
舎
、
柳
沢
小
学
校
屋
内
運
動
場
な

ど
の
教
育
施
設
や
堀
の
内
、
野
田
に
市

営
住
宅
を
建
設
す
る
な
ど
公
共
施
設
の

整
備
・
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

そ
の
財
源
の
大
半
は
、
国
・
県
支
出

金
、
起
債
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和

六
十
一
年
度
の
起
債
総
額
(
普
通
会
計
)

は
、
十
六
億
四
千
二
百
六
十
万
円
に
な

り
ま
す
。
そ
の
う
ち
一
一
一
億
九
千
百
七
十

万
円
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局
の
簡
易
保

険
積
立
金
の
還
元
融
資
に
よ
る
も
の
で

す。
ま
た
、
簡
易
水
道
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
七
千
三
百
五
十
万
円
、
国
民
年

金
積
立
金
か
ら
還
元
融
資
を
受
け
て
い

ま
す
。

団田企野企国民年金資金の融資による池田簡易水道

企冨士山公園

うち簡保資金融資額

(230万円)
1，140万円

7，830万円

3，780万円

4，230万円

7，850万円

2，010万円

5，850万円

2，700万円

2，040万円

490万円

1，250万円

(230万円)
3億9，170万円

簡保資金融資対象事業一覧表(昭和61年度)
起債対象事業費

(1，020万円)
1億2，730万円

1億6，680万円

8，398万円

9，126万円

8，729万円

5，046万円

1億 857万円

5，680万円

2，720万円

666万円

1，670万円

(1，020万円)
8億2，302万円

名

大洲停車場南線整備事業

三善小学校校舎新増改築事業

柳沢小学校屋内運動場新増改築事業

大成小学校屋内運動場新増改築事業

三善小学校校地取得事業

堀の内団地建設事業

里子田団地建設事業

冨士山公園整備事業

住宅新築資金貸付事業

住宅改修資金貸付事業

宅地取得資金貸付事業

業事

計

)は翌年度繰越事業費で外数

建設業退職金

ご存知ですか

共済制度

建
設
業
を
営
む
方
々
、
及
び
建
設

現
場
で
働
く
み
な
さ
ん
、
「
建
設
業

退
職
金
共
済
制
度
L

を
ご
存
知
で
す

ヵ。
こ
の
制
度
は
、
一
般
の
退
職
金
の

よ
う
に
労
働
者
が
事
業
所
を
や
め
た

時
支
払
わ
れ
る
の
で
な
く
、
建
設
業

と
い
う
一
つ
の
業
種
の
中
で
働
く
限

り
、
事
業
所
に
雇
用
さ
れ
た
期
間
全

部
を
通
算
し
て
支
払
う
、
い
わ
ば
建

設
業
界
ぐ
る
み
の
退
職
金
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
建
退
共
愛
媛
支
部
へ
お

問
い
合
わ
せ
を
。
〒

7
9
0

松
山

市
二
番
町
四
!
四
四
愛
媛
県
建

設
会
館
内
宮

0
8
9
9
⑬
5
4
0
6

4 ~ 



おおず

愛
媛
県
は
、
飲
用
と
し
で
利
用
さ

れ
て
い
る
井
戸
な
ど
に
つ
い
て
「
愛

媛
県
飲
用
井
戸
等
対
策
要
領
」
を
策

定
し
、
衛
生
面
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。対
象
と
な
る
施
設
(
井
戸
、
小
規

広報

4日• 8月3日

川まつり

水
郷
大
洲
の
夏
の
夜
を
彩
る
「
川
ま

つ
り
花
火
大
会
し
が
今
年
も
八
月
三
目
、

四
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ

ま
す
。今
年
も
約
二
千
四
百
発
の
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
、
夜
空
に
輝
く

花
火
と
肱
川
に
浮
か
ぶ
遊
覧
船
と
が
織

二 F

E室
水〉同

昭和62年8月1日

り
な
す
光
の
シ
ョ

i
は
大
洲
な
ら
で
は

の
も
の
。

ほ
か
に
、
イ
カ
ダ
流
し
大
会
も
開
か

れ
ま
す
。
川
ま
つ
り
の
行
事
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
で
す
。

V
八
月
一
日
(
土
)

イ
カ
ダ
流
し
前
夜
祭
(
緑
地
公
園
、

十
八
時

1
二
十
一
時
)
焼
肉
パ
ー
テ
ィ

ー
、
バ
ン
ド
演
奏
な
ど

V
八
月
二
日
(
日
)

イ
カ
ダ
流
し
大
会
(
菅
田
の
成
見
橋

模
受
水
槽
な
ど
)
の
設
置
者
な
ど
は
、

こ
の
要
領
に
基
づ
い
て
適
切
な
管
理
を

し
て
く
だ
さ
い
。

V
対
象
と
な
る
施
設
個
人
住
宅
、
庖

舗
、
病
院
、
工
場
な
ど
で
使
用
し
て
い

る
井
戸
な
ど
の
施
設
、
及
び
受
水
槽
の

か
ら
肱
川
橋
ま
で
、
九
時
半

1
十
五
時
)

V
八
月
三
日
(
月
)

花
火
大
会
(
肱
北
河
原
、
二
十
時
ー

ム
一
十
時
四
十
分
)

花
火
大
会
協
賛
大
売
り
出
し
(
各
商

庖
街
、
終
日
、
四
日
も
)

V
八
月
四
日
(
火
)

花
火
大
会
(
肱
南
河
原
、
二
十
時
1

二
十
時
四
十
分
)

詳
し
く
は
、
市
商
工
観
光
課
へ
。

宮

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
2
7

有
効
容
量
日
2m
以
下
の
小
規
模
受
水

槽
を
有
す
る
施
設

V
設
置
者
な
ど
が
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
①
新
た
に
井
戸
な
ど
を

設
置
す
る
場
合
、
使
用
開
始
前
に
水

質
検
査
を
受
け
る
②
一
年
以
内
に
一

同
及
び
臨
時
の
水
質
検
査
を
受
け
る

③
検
査
の
結
果
、
異
常
が
あ
れ
ば
市

役
所
へ
連
絡
す
る

詳
し
く
は
市
役
所
水
道
課
へ

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
7
7

国
土
調
査
に
ご
協
力
を

¥ 
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国
土
調
査
(
地
籍
調
査
)
は
、
土
地

の
所
有
、
利
用
関
係
を
明
ら
か
に
し
、

地
目
、
地
番
、
地
積
な
ど
の
調
査
測
量

を
し
て
土
地
台
帳
(
登
記
簿
)
を
現
況

に
合
っ
た
も
の
に
修
正
し
、
正
確
な
地

籍
図
を
作
成
す
る
の
が
目
的
で
す
。

A
7
年
度
は
、
次
図
の
よ
う
に
上
町
、

新
町
、
家
野
、
宇
山
地
区
の
各
一
部
を

八
月
中
旬
か
ら
調
査
し
ま
す
。

こ
の
調
査
で
、
土
地
の
境
界
が
明
確

今
回
の
調
査
区
域

に
決
定
さ
れ
ま
す
か
ら
、
該
当
す
る
土

地
所
有
者
は
、
調
査
前
に
隣
地
所
有
者

と
協
議
し
て
仮
杭
を
打
ち
、
境
界
の
刈

り
聞
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
わ
、
調
査
実
施
日
は
、
現
場
説
明

会
終
了
後
、
各
土
地
所
有
者
に
ハ
ガ
キ

で
連
絡
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
農
業
土
木
課

国
土
調
査
係
ま
で

宮
⑪
2
1
1
1
内
線
3
3
5
、
『
u
q
u
ハ
む

調査区域は

斜線の部分

5 

春賀



昭和62年9月1日

行
方
不
明
者
を
探
す
相
談
所
開
設

あ
き
ら
め
ず
も
う
一
度
探
し
て
み
ま
せ
ん
か

昭
和
六
十
二
年
五
月
末
現
在
、
捜
索
し
て
い
ま
す
。

願
い
の
出
で
い
る
家
出
人
は
、
今
年
も
八
月
を
「
身
元
確
認
強
調
月

全
国
五
万
五
千
七
百
九
十
人
間
」
と
し
て
身
元
不
明
者
の
身
元
確
認
、

(
男
三
万
二
千
二
百
三
十
三
家
出
人
の
発
見
、
保
護
に
全
力
を
あ
げ

人
、
女
二
万
三
千
五
百
五
十
て
調
査
い
た
し
ま
す
。

七

人

)

こ

の

期

間

中

、

全

国

の

関

係

資

料

を

愛

媛

県

四

百

二

十

五

人

そ

ろ

え

て

「

行

方

不

明

者

を

瞳

す

相

談

(
男
二
百
四
十
人
、
女
百
八
所
し
を
開
設
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご

十

五

人

)

相

談

を

受

け

ま

す

。

ま
た
、
身
元
の
分
か
ら
な
い
死
者
は
毎
年
、
こ
の
相
談
所
で
家
出
人
の
居

全

国

一

万

一

千

四

十

二

人

所

が

わ

か

り

、

ご

家

族

が

安

心

さ

れ

る

(
男
九
千
六
百
六
十
一
入
、
例
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

女
千
三
百
八
十
一
人
)
身
内
の
人
や
親
類
、
知
人
な
ど
で
行

愛

媛

県

百

二

十

五

人

方

不

明

に

な

っ

て

困

っ

て

い

る

場

合

が

(
男
九
十
八
人
、
女
二
十
七
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
相
談
所
を
利
用
し

人

)

て

く

だ

さ

い

。

と

な

っ

て

い

ま

す

。

相

談

の

秘

密

は

聞

く

守

ら

れ

ま

す

。

警
察
で
は
、
こ
の
よ
う
な
不
幸
な
死

V
八
月
三
日
宇
和
島
警
察
署
(
日
時

者
の
身
元
や
家
出
人
の
居
所
を
捜
し
て

1
口
時
)

ご
家
族
の
も
と
へ
お
返
し
す
る
努
力
を

V
八
月
五
日
松
山
東
警
察
署
(
十
時

V
9・0
A
Y
O人V
0
・。
λ
V
O
A
Y
A
γ
O
A
Y
O・G-内
V

・C-
ハv
・0
・中
λ
V
O
A
Y〈
γ
0・中人
V
O
A
Y
A
U・中・
2

『
竜
童
組
』
大
洲
で
コ
ン
サ
ー
ト
一

レ

大

洲

青

年

会

議

所

の

主

催

で

竜

童

。

E
刈

↓

組

の

コ

ン

サ

ー

ト

が

聞

か

れ

ま

す

o

N
日

0

ホ

前

売

金

(

指

定

三

千

五

百

円

、

自

礼

m
j
創
由
三
千
円
)
は
、
大
洲
青
年
会
議
所

副

リ

沼

会

で

楚

売

さ

れ

ま

す

。

立

星

川

間

詳

し

く

ま

大

洲

青

年

会

議

所

へ

阜

電

阿

古

(
ω
7
1
0
7

・0φOφ
中
'G・9
λ
Y
G
λ
V
0・中入
V
中・。
+
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-
O
A
Y
0・O
A
Y

おおず

魂のスポーツ

広報

ー
ロ
時
)

相
談
所
開
設
日
に
都
合
が
悪
い
人
は
、

大
洲
警
察
署
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

宮

(
ω
2
1
7
5

警
察
官
を
募
集
(
高
卒
程
度
)

初
級
事
務
職
員
も

V
申
し
込
み
受
付
期
間

九
月
中
旬

1
十
月
中
旬

V
試
験
日
十
月
二
十
五
日

V
資
格
大
学
卒
以
外
の
者
で
、
高
等

学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
昭
和

三
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
五

年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

(
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
現
在
で
十

七
歳
以
上
二
十
七
歳
未
満
)

※
警
察
で
は
、
初
級
事
務
職
員
、
婦

人
警
察
員
、
交
通
巡
視
員
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
受
付
期
聞
は
、
八
月
下

旬
か
ら
九
月
中
旬
(
試
験
日
は
十
月

十
八
日
)
で
す
。

詳
し
く
は
大
洲
警
察
署
ま
た
は
最
寄

り
の
派
出
所
、
駐
在
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

6月末までの

大洲市内の交通事故

6月末 昨年
現在 同期

件数 9 9 120 

負傷者 124 155 

死者 1 2 

愛
媛
夏
季
大
学
を
開
催

)¥ 
月

日
館(出

市

民

会

公開講演会

午後1時30分から

市民会館

8月19日(水)

毎
年
八
月
に
聞
か
れ
る
愛
媛
夏
季
大

学
が
、
今
年
も
次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

講
師
江
戸
家
猫
八
(
俳
優
・
話
芸

家
)

演
題
コ
フ
ぞ
と
誠
」

日
時
八
月
一
日
(
土
)

午
後
一
時
三
十
分

場
所
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
l
ル

受
講
料
二
百
円

※
受
講
券
は
、
教
育
委
員
会
む
よ
び

各
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
社
会
教
育
体
育
課
へ
。

告

(
ω
2
1
1
1
内
線
3
7
4

雅美先生

国
立
大
洲
青
年
の
家
主
催
の
公
開
講

演
会
が
、
次
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

講
師
は
村
山
雅
美
先
生
(
元
南
極
地

域
観
測
隊
長
・
越
冬
隊
長
)
で
、
演
題

は
「
極
地
と
人
」
で
す
。

村
山
先
生
は
、
香
川
県
に
生
ま
れ
、

東
京
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
マ
ナ

ス
ル
登
山
隊
に
参
加
、
初
登
項
に
成
功
、

昭
和
泊
年
に
第
一
次
南
極
地
域
観
測
隊

に
参
加
し
て
か
ら
、
南
極
地
域
観
測
を

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。入
場
は
無
料
で
、
貴
重
な
記
録
映
画

も
上
映
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
立
大
洲
青
年

の

家

へ

o

E
⑪
5
1
7
5

ハh
v

村山



おおず広報

高
額
療
養
費
制
度

つ
ぎ
の
よ
う
な
場
合
、
市
役
所
保
険

衛
生
課
保
険
係
へ
申
請
す
れ
ば
高
額
療

養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ー
、
自
己
負
担
額
が
五
万
四
千
円
以
上

の
場
合

病
気
や
ケ
ガ
を
し
て
、
同
じ
人
が
同

じ
病
院
に
同
じ
月
内
に
医
療
費
の
支
払

い
が
五
万
四
千
円
(
市
県
民
税
が
非
課

税
世
帯
は
三
万
円
)
を
超
え
て
支
払
っ

た
場
合
、
そ
の
超
え
た
分
を
支
給
し
ま

す。

2
、
同
じ
月
に
自
己
負
担
額
が

3
万
円

を
超
え
る
額
が
二
回
以
上
あ
る
場
合

家
族
が
二
人
以
上
病
気
に
な
っ
た
り

一
人
で
二
つ
の
病
院
で
診
療
を
受
け
た

り
し
で
、
同
一
世
帯
で
、
同
じ
月
に
三

万
円
(
市
県
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
は

二
万
一
千
円
)
以
上
の
自
己
負
担
額
が

複
数
生
じ
た
場
合
は
、
こ
れ
ら
を
合
算

し
て
、
負
担
の
限
度
額
が
一
世
帯
で
五

万
四
千
円
を
超
え
て
支
払
っ
た
場
合
、

そ
の
超
え
た
分
を
支
給
し
ま
す
。

3
、
一
年
間
で
高
額
療
養
費
の
支
払
い

が
四
回
以
上
の
場
合

同
一
世
帯
で
高
額
療
養
費
の
支
給
が

一
年
間
に
四
回
以
上
あ
っ
た
時
に
は
、

四
回
目
か
ら
の
負
担
限
度
額
は
三
万
円

(
市
県
民
税
の
非
課
税
世
帯
は
二
万
一

千
円
)
を
超
え
た
分
を
支
給
し
ま
す
。

※
自
己
負
担
額
の
計
算
の
基
準

ー
、
暦
月
こ
と
に
計
算

月
の
一
日
か
ら
月
末
ま
で
の
受
診
に

つ
い
て
一
ヶ
月
と
し
て
計
算
し
ま
す
。

た
と
え
ば

七
月
十
日
に
入
院
し
て
八
月
十
五
日

大
洲
の
選
手
が
健
闘

第
お
回
愛
媛
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会

五
月
三
十
一
日
、
松
山
市
の
愛
媛
県

総
合
運
動
公
園
で
第
お
回
愛
媛
県
身
体

障
害
者
体
育
大
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

大
洲
市
か
ら
も
九
選
手
、
応
援
三
十

三
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま

し
た
。成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

昭和62年8月1日

に
退
院
し
た
場
合
、
七
月
に
三
万
円
、
一
躍
時
脇
陣
鯨
際
線
開
叫
叩
際
線

八
月
に
五
万
円
、
合
計
で
八
万
円
支
払
一
軒
端
端
場
鰭
噛
輔
護
課
山
中
和

内
総
務
襲
艇
隠

っ
た
場
合
で
も
高
額
療
養
費
は
支
給
さ
一
総
謀
説
揃
耕

叫
務
総
務
謎
叩
閉
山

れ

ま

せ

ん

。

一

言

2
、

病

院

ご

と

に

計

算

…

A
の
病
院
と
B
の
病
院
に
か
か
っ
て
…

医
療
費
の
支
払
い
が

A
の
病
院
で
六
万
…

円、

B
の
病
院
で
二
万
円
い
っ
た
場
合
一

は、

A
の
病
院
に
つ
い
て
は
五
万
四
千
…

円
を
超
え
て
い
ま
す
か
ら
高
額
療
養
費
〕

の
支
給
が
さ
れ
ま
す
が
、

B
の
病
院
分
叫

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
万
円
以
上
の
一

医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合
は
合
算
し
て
…

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
一

3
、

入

院

と

通

院

一

一
つ
の
病
院
で
も
入
院
と
通
院
は
別
一

々
の
扱
い
と
な
り
合
算
し
ま
せ
ん
。

4
、
個
室
料
や
付
添
看
護
料

保
険
診
療
の
対
象
と
な
ら
な
い
個
室

料
や
付
添
看
護
料
(
基
準
看
護
の
病
院
)

は
、
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
か
ら
ご
注
意
下
さ
い
。

V

一
五

O
O
M走

位
)
V
砲
丸
投
げ
上
甲
武
一
(
一
位
)

河
内
義
春
(
一
位
)
松
中
良
(
三
位
)

中
野
ト
ヨ
子
(
二
位
)
大
門
政
春

V
走
り
幅
跳
び
石
山
宗
釜
口
水
元

芳
夫
V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
東
通
弘

(
敬
称
略
)

菊
池
守
義

No.l05 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
人
権

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
と
い
う
国
が
あ

り
ま
す
。
多
く
の
貴
金
属
等
を
産
出
し
、

住
民
は
ぜ
い
た
く
な
生
活
を
し
て
い
る

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
か
げ
に
黒
人

労
働
者
を
虐
待
し
て
、
全
世
界
か
ら
批

判
を
あ
び
て
い
ま
す
。

今
、
私
達
が
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
に

住
む
か
と
い
わ
れ
た
な
ら
ば
、
多
分
み

ん
な
た
め
ら
う
で
し
ょ
う
。
虐
待
さ
れ

る
労
働
者
に
な
り
た
く
な
い
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
人
を
虐
得
す
る
者
に
も

な
り
た
く
な
い
か
ら
で
す
。
少
な
く
と

も
、
人
権
教
育
を
受
け
た
者
の
等
し
く

考
え
る
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
出
身
の
有
名
な

ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
、
他
の
国
籍
を
取
得

し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
に
出
場
し
て

い
ま
す
。
自
分
の
国
を
名
乗
れ
な
い
と

は
、
何
と
悲
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

最
近
「
町
守
つ
く
り
L

「
村
お
こ
し
」
と

い
う
言
葉
が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
一
村

一
品
運
動
、
伝
統
文
化
の
継
承
、
健
康

づ
く
り
な
ど
に
は
げ
む
姿
は
、
い
か
に

も
活
力
の
あ
る
町
の
情
景
で
す
が
、
心

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
「
町

づ
く
り
」
の
根
本
は
「
人
ゃ
つ
く
り
」
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

次
の
詩
を
読
ん
で
下
さ
い
。

人
権
と
同
和
教
育

③ 

ふ

る

さ

と

H

ふ
る
さ
と
を
か
く
す
ω

こ
と
を

父
は
け
も
の
の
よ
う
な
鋭
さ
で
覚
え
た

ふ
る
さ
と
を
あ
ば
か
れ

ふ
た
た
び
か
え
ら
ぬ
友
が
い
た

ふ
る
さ
と
を
告
白
し

許
婚
者
に
去
ら
れ
た
友
が
い
た

わ
が
子
よ

お
ま
え
に
は

胸
は
っ
て
ふ
る
さ
と
を
な
の
ら
せ
た

、4
thv 
瞳
を
あ
げ
何
の
た
め
ら
い
も
な
く

ゴ
」
れ
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
u

と

名
の
ら
せ
た
い

7 

い
か
に
環
境
が
す
ば
ら
し
く
て
も
、

産
業
が
盛
ん
で
も
、
教
育
水
準
が
高
く

て
も
、
そ
の
町
に
差
別
に
泣
く
人
が
あ

っ
た
の
で
は
、
本
当
の
町
守
つ
く
り
に
は

縁
遠
い
の
で
す
。

進
学
や
就
職
で
他
の
町
へ
行
き
、
ふ

る
さ
と
を
尋
ね
ら
れ
た
ら
、

「
大
洲
市
の

O
O
で
す
。
と
っ
て
も
い

い
所
で
す
よ
」

と
、
誰
も
が
胸
を
張
っ
て
い
え
る
町
ゃ
つ

く
り
を
め
ざ
し
た
い
も
の
で
す
。
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シートベルト着用推進運動

( 8 月 1 日 ~31S)

白白@

8日

おおず広報

昭
和
六
十
二
年
度
大
洲
市
体
育
協
会

総
会
が
、
六
月
十
二
日
、
肱
北
公
民
館

で
聞
か
れ
ま
し
た
。

体
育
協
会
の
役
員
や
各
部
の
代
表
者

な
ど
約
五
十
人
が
出
席
し
、

A
7
年
度
の

事
業
計
画
の
決
定
、
役
員
の
改
選
、
ス

ポ
ー
ツ
各
賞
の
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。事
業
計
画
で
は
、
第
二
十
五
回
大
洲

市
ス
ポ
ー
ツ
祭
(
十
一
月
八
日
)
、
第

五
回
大
洲
市
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
(
二

月
十
四
日
)
な
ど
が
あ
り
、
各
地
域
、

各
部
の
計
画
も
そ
れ
ぞ
れ
決
定
し
ま
し

た。
役
員
の
改
選
で
は
、
次
の
よ
う
に
役

員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

V
会

長

岡

本

正

規

(

新

)

V
副
会
長
山
崎
清
幸
(
留
)

山
中
久
夫
(
新
)

V
理
事
長
小
泉
紘
文
(
留
)

ま
た
、
次
の
個
人
、
団
体
が
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
賞
〕

福
谷
英
一
(
柳
沢
地
体
協
)
丑
尾

和
子
(
弓
道
部
)
河
合
三
郎
(
軟
式

庭
球
部
)
古
森
ひ
ろ
子
(
カ
ヌ

i
部
)

吉
岡
博
子
(
カ
ヌ
!
部
)
向
居
常
樹

(
カ
ヌ

l
部
)
市
役
所
サ
ッ
カ
ー
部

(サ

y
カ
l
部
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
〕

松
中
秀
夫
(
大
洲
高
等
学
校
前
体
育

主
任
)

〔
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
賞
〕

松
下
寿
サ
ッ
カ
ー
部
(
財
団
法
人
日

本
サ
ッ
カ
ー
協
会
)

新
刊
図
書
案
内

予
陽
郡
郷
但
諺
集
・
伊
予
古
蹟
志

伊
予
史
談
会

日
本
の
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン

山

本

明

他

著

絵

本

論

瀬

田

貞

二

著

あ

る

保

守

政

治

家

居

安

正

著

メ
ガ
ホ
ン
の
講
義
我
妻
令
子
他
著

貨
幣
発
行
大
事
典
大
蔵
財
務
調
査
会

教
育
つ
て
な
ん
だ
永
地
力
也
著

聞

き

書

福

井

の

食

事

農

文

協

つ

る

つ

る

物

語

伊

藤

汎

著

一

二

く

だ

り

半

高

木

侃

著

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
末
喬
た
ち
亀
井
俊
介
著

未
知
の
生
物
を
求
め
て
西
村
三
郎
著

愛

い

ち

も

ん

め

高

井

省

司

著

う
ち
の
ご
は
ん
は
お
い
し
い
ぞ

小
薗
江
圭
子
著

競

争

と

規

制

上

野

袴

也

著

国
宝
へ
の
旅
5

N

H

K

取
材
班

女
の
人
生
度
胸
し
だ
い広
瀬
久
美
子
著

敬

語

南

不

二

男

著

き
び
し
い
独
裁
者
赤
川
次
郎
著

ヨ
コ
ハ
マ
幽
霊
ホ
テ
ル
山
崎
洋
子
著

一

両

二

分

の

女

平

岩

弓

枝

著

猛

き

箱

上

・

下

船

戸

与

一

著

雪

中

群

鳥

図

円

地

文

子

著

ド
l
ム

上

・

下

夏

樹

静

子

著

あ
る
中
国
残
留
孤
児
の
場
合
中
野
孝
次
著

図

書

館

。。
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V ペーパークラフトの
大洲域を寄贈

6月30日、酒井奈良三郎さん(八
幡浜市合田、元郵便局職員)が、大

洲郵便局にベパ クラフトの大洲

域を寄贈しました。
この大洲城は高さ約60cm、材料は
古ハガキとタバコの銀紙で 4ヵ月が

かりで酒井さんが造り上げたもので

す。
寄贈された大洲域は、大洲郵便局

の窓口に展示されています。

企ビデオ・絵画を日仏交流肱川流域開発促進
肱川流域開発促進協議会

6月22日、市役所大ホールで肱川流域開発促進協議会

総会が開催され、流域の 6市町村から約30人が参加、今

年度の事業計画や予算などを決定しました。

今年度の事業としては、「肱川フラン

ス村」の基本計画策定やビデオレター、

児童絵画の日仏交流事業、肱川流域開

発促進のための若者の組織づくりなど

が上がっています。フランス村基本計

画は、 7月中に作成し、その後はグリ

ーントピア構想などとの整合を図る予

定です。

利本ヨー
ズ庁、庁l

hv全
日
本
抜
万
道
選
手
権
大
会

六
月
二
十
八
日
、
平
野
の
運
動
公
園
体
育
館
で
、
全
日
本
抜
万
道
選
手
権
大

会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

静
岡
、
横
浜
、
大
阪
な
ど
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
約
五
十
人
が
、
真
剣
を

使
つ
で
の
技
斬
り
、
据
物
斬
り
な
ど
に
日
ご
ろ
鍛
え
た
技
を
発
揮
し
ま
し
た
。

戸ぷ斗~

H巴~
V 開設:20周年を迎える 大洲幸楽園
市内西大洲にある社会福祉法人大洲幸楽園

(藤本恒明園長)が、開設20周年を迎え、記

念式典を 6月 5日に行いました。

関係者約 130人が出席し、向井兼夫次長ら

職員 7人に表彰状が手渡され、また園生の踊

りも披露され、見守る関係者から拍手を受け

ていました。幸楽園は、昭和42年 6月 7日に

開設され、現在職員22人と園生66人がいます。
品 H~

- 9 



昭和62年8月1日

実

施

日

該

当

者

8
月
4
日
(
火
)
昭
和
白
年
3
月
生
※

8
月
6
日
(
木
)
昭
和
白
年
1
月
生

8
月
日
日
(
火
)
昭
和
白
年
ロ
月
生
※

8
月
四
日
(
火
)
昭
和
日
年
9
月
生
※

8
月
お
日
(
火
)
昭
和
四
年
7
月
生

※
は
肱
南
・
肱
北
地
区
の
み

受
付
時
間
日
時

1
日
時
部
分

実
施
場
所
大
洲
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
参
品
母
子
健
康
子
帳

期
開
韓
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

乳

幼

児

健
康
診
断

成
人
病
・
結
核
検
診

実

施

日

場

所

8
月
加
日
(
木
)
上
須
戒
連
絡
所

8
月
お
日
(
金
)
三
善
連
絡
所

受
付
時
間
9
時
泊
分

1
日
時

3
寺
1
5土
寸

ー
よ
日
U

1

よ

口
M

広報

相談ごと案内
いずれも無料です。気軽にご

利用ください。

砂交通事故相談

と き 8月10日 108寺一15日手

8月20日ク

ところ 市役所別館 3階会議室

惨人権相談

と き 8月20日 13日キ-16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨法律相談

と き 8月 5日 13時一16日寺

ところ 社会福祉協議会事務局

惨心配ごと相談

とき 8月 3日、 10日、 25日

13時-16時

ところ 社会福祉協議会事務局

惨家鹿児童相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲市福祉事務所

惨行政相談

とき 8月21日 9時一12時

とごろ 市役所 1階会議室

急ぐ時は宮⑪3794 (玉木)まで

惨社会保険相談

と き 8月20日 10時 -16日寺

ところ 大洲商工会議所

担当松山西社会保険事務所

惨医師@栄養士による健康相談

と き 8月27日 13日寺-15時

ところ 大洲市保健センタ←

対象的歳以上の人

砂何でも相談

と き 毎日の執務時間中

ところ 大洲隣保館宮⑪6100

大洲福祉会館宮⑪0947

惨不動産無料相談

と き 8月15日 9時 -16日寺

ところ 宅建協会大洲支部

フジエダ花庖 2階、常磐田J4

おおず

無
料

婦
人
が
ん
検
診

実

施

日

場

所

8
月
加
日
(
木
)
上
須
戒
連
絡
所

受
付
時
間
日
時
l
H
時

検
診
内
容
(
)
は
料
金

子
宮
が
ん
検
診

(
7
0
0
円
)

乳
が
ん
検
診

(
2
0
0
円
)

国
間
が
ん
検
診

実

施

日

場

所

8
月
5
日
(
水
)
平
野
連
絡
所

受
付
時
間

8
時

1
日
時

料

金

9
0
0
円

8
月
2
日
町
野
医
院
(
森
山
)

(

日

)

宮

⑫

0
0
0
2

大
洲
中
央
病
院
(
東
大
洲
)

宮
⑪
4
5
5
1

8
月
9
日

(
日
)

8
月
日
日

(
日
)

8
月
お
日
(
日
)

8 
(月
日 30
~日

阿
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
(
片
原
)

宮

(
ω
4
3
7
5

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

安
達
医
院
(
中
町
2
)

畳一

ω
2
5
3
5

大
洲
中
央
病
院

宮

(
ω
4
5
5
1

城
戸
眼
科
(
末
広
1
)

宮
⑪
3
0
0
8
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献
血
の
お
知
ら
せ

次
の
よ
う
に
採
血
車
が
巡
同
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
日

8
月
6
日
(
木
)

場

所

時

間

市
立
大
洲
病
院

9
時
却
分

i
ロ
時

伊
予
銀
行
大
洲
支
庖日
時

i
H
時
回
分

大
洲
中
央
病
院
日
時

1
日
時
却
分

実
施
日

8
月
回
目
(
水
)

大
洲
市
役
所

9
時
加
分

1
日
時

国
立
大
洲
青
年
の
一
家
ロ
時
初
分

1
日
時
叩
分

歯
科
相
談
(
大
洲
保
健
所
)

実

施

日

内

容

8
月
四
日
(
水
)
成
人
歯
科
相
談

8
月
白
日
(
恥
小
)
乳
幼
児
歯
科
相
談

受
付
時
間
日
時
か
ら
で
す
。
前
も
っ

て
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

宮
⑪
3
1
6
5

松
国
眼
科
塵
師
就
任

大
洲
市
立
痛
院

眼
科
医
師
一
色
辰
朗
氏
が
、
六
月
三

十
日
付
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
た
の
に
伴

つ
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
長
崎
大
学
医

学
部
出
身
の
松
園
哲
行
氏
が
七
月
一
日

よ
り
着
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

市県民税 2期

納期は8月31日

今月の納税
眼
科
は
、
休
日
を
除
い
て
、
毎
日
診

療
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
を
募
集

V
応
募
資
格
四
歳
以
上
部
歳
未
満

マ

給

与

初

任

給

日

万

2

百
円

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
大
洲
募
集
事
務

所
へ
宮
⑪
4
1
2
3

10ー

画

圃

日
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
多
雨
地

帯
で
、
年
間
平
均
降
水
量
は
約
千
八
百

ミ
リ
と
世
界
平
均
降
水
量
の
約
二
倍
と

な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
人
口
密
度
が
吉
田
い
た
め
一
人

当
た
り
の
降
水
量
は
世
界
平
均
の
五
分

の
一
と
か
。

大
洲
に
住
ん
で
い
る
と
水
不
足
を
経

験
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
も
肱
川
の
わ
か
げ
で
す
。
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